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１　はじめに

市町村が実施主体である定期予防接種においては、個別接種化がすすめられている。被接種者にとっての

安心及び安全のために、かかりつけ医による接種が大切であり、被接種者が居住する市町村以外の医療機

関でも接種を受けることができる広域化が求められている。今回、久保田らにより全国都道府県調査結果

が報告されたが、予防接種広域化の好事例として、京都府方式について詳細調査（取組推進の中心である

京都府医師会からの資料提供とヒアリング調査）を行ったので報告する。

２　京都府内広域化の取組経緯

（１）京都府医師会による集合契約の導入

2004年、京都府医師会において予防接種広域化対策特別委員会が立ち上げられ、地区医師会の理解及び

協力のもと、翌年より、京都府医師会が市町村と一括して集合契約する体制が構築された。京都府医師会

が予防接種広域化協力医療機関を募り、医療機関は予防接種ごとに京都府医師会に協力する旨の承諾書

を提出するのみで、従来行われていた市町村ごとの依頼書での対応が不要になり、円滑な広域接種体制に

つながった。

（２）国保連方式の導入

2009年の新型インフルエンザ発生時、緊急的な措置として、新型インフルエンザワクチン接種の広域化を

図るため、請求を京都府国民健康保険団体連合会（以下、国保連）に一本化するいわゆる「国保連方式」を

構築した。その後、定期予防接種での広域化をすすめるため、京都府医師会、京都府、国保連、市町村等

の連携及び協力により、国保連方式の拡充に向けたシステム改修を京都府が予算化し、2013年に全市町村

での新システム稼働が実現した。

３　京都府内広域化の現状

市町村は国保連方式を活用し、居住地域の市町村分は直接請求、それ以外は国保連請求としている市町

村が多い（国保連請求に１本化している市町村もある）。国保連方式のシステムは予防接種単価の統一が

必要なく、市町村にとっては請求・支払いの事務負担が削減され、win-winでの円滑な体制となっている。

　京都医師会を中心とした広域化の取組は集合契約及び国保連方式により京都府内全体でシステム化さ

れ、住民への本人請求や償還払い等の煩雑な手続きなく、簡便で迅速な広域接種体制となり、住民の利益

につながっている。
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　予防接種はかかりつけ医による個別接種が推奨されているにもかかわらず、かかりつけ医が予防接種対

象者の住所地以外の市町村にある場合や、病気治療等で住所地以外の病院等に入院されている場合には、

それらの医療機関では定期接種としての予防接種を受けることができない地域がある。予防接種対象者の

身体状況等を日頃から把握しているかかりつけ医による予防接種を推進し、また、被接種者が安心して接

種が受けられる体制を提供することは、予防接種機会の拡大を図ることに繋がる。今回、各自治体での定

期接種にまつわるインフラの一環として、都道府県内での広域化がどの程度行われているかについて調査

を行った。全国47都道府県の定期接種を取り扱う管轄宛てに、調査用紙を2023年4月19日に封書で一斉に

送付した。全国47都道府県から回答があり、46都道府県から個人情報が特定されない形での公表の同意

を得た。46都道府県のうち、37自治体が完全広域化を可能としている、5自治体が部分的に相互乗り入れ

ができている、2自治体が状況の把握ができていない、2自治体が広域化または相互乗り入れは市町村によ

って異なると回答した。広域化できている自治体はすべて、A類疾病の定期接種を可能としていた。接種対

象者についても多くの自治体が、厳しい制限を設けずに受け入れており、日本全国のかなりの地域で都道府

県内の広域化について整備が進んでいることが明らかになった。

　本発表では全国の定期予防接種の広域化の状況の報告と、被接種者が住所地自治体の境界を越えても

安心して接種が受けられる体制を整備するための考察も行いたい。
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